
10

　
対
馬
市
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
的
な
計
画
と
な
る
第

１
次
対
馬
市
総
合
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
と
は
、
地
方
自
治

法
に
よ
っ
て
市
町
村
に
策
定
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
地
域
の
発
展
の
為
に
立
て

ら
れ
る
各
種
の
具
体
的
な
計
画

の
す
べ
て
の
基
本
と
な
る
も
の

で
す
。

　
同
計
画
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

10
年
間
（
平
成
18
年
度
〜
平
成

27
年
度
）
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
を
「
基
本
構
想
」
と
し
て
ま

と
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
施
策
を
「
基
本
計
画
」

と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
の
後
期
５
年

間
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
社
会

的
、
経
済
的
要
因
等
に
よ
る
情

勢
の
変
化
や
主
要
事
業
の
評

価
、
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
見
直
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
計
画
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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）
で
公
開

す
る
予
定
で
す
。

↑
第
１
次
総
合
計
画
（
案
）
を

対
馬
市
長
に
答
申
す
る
審
議
会

メ
ン
バ
ー

右
か
ら
（
平
井
善
正
会
長
、
吉

村
正
孝
副
会
長
、
廣
田
幸
雄
委

員
、
永
留
武
光
委
員
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
部
政
策
企
画
課
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２
月
24
日
に
設
置
さ
れ
た
対
馬

市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
の

初
め
て
の
会
合
が
、
同
日
、
美
津

島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
対
馬
市
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
計
画
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
広
く
意
見
を
聞
く
た
め

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
市
内
の

学
識
経
験
者
等
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
10
人
の
委
員
（
任
期
２
年
）
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
合
で
は
、
ま
ず
市
長
よ
り
委

員
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
た
後
、
会
長
・
副
会
長
選
出

に
続
き
、
今
後
の
活
動
内
容
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
、
性
別
に
関
係
な

く
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
懇
話
会
を
通
し

て
、
家
庭
や
職
場
等
で
の
男
女
共

同
の
実
態
の
調
査
・
研
究
等
を
行

い
、
平
成
18
年
度
中
に
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
計
画
の
策
定
を
行

う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

【
会
員
名
簿
】（
敬
称
略
）

○
会
長
：
小
嶋
多
鶴
子
（
厳
原
・

県
男
女
共
同
参
画
推
進
員
）
○
副

会
長
：
安
田
親
男
（
厳
原
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
代
表
）
○
齋

藤
利
光
（
豊
玉
・
商
工
者
代
表
）

○
永
留
縫
子（
峰
・
農
業
者
代
表
）

○
財
部
久
仁
信
（
上
対
馬
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
代
表
）
○
豊
田
涼
子
（
美
津
島

・
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
）

○
西
山
悦
子
（
美
津
島
・
対
馬
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
）
○
佐
伯
満

智
子
（
上
県
・
対
馬
地
区
人
権
教

育
研
究
会
）
○
小
島
徳
重
（
美
津

島
・
中
学
校
長
）
○
平
田
幹
子

（
上
対
馬
・
県
男
女
共
同
参
画
推

進
員
）

　
肉
用
牛
な
ど
の
取
引
を
行

う
家
畜
市
が
、
美
津
島
町
�

知
に
あ
る
対
馬
家
畜
市
場

で
、
３
月
６
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
最
初
の
市
に
は
、
市

内
か
ら
78
頭
（
子
牛
66
頭
、

成
牛
12
頭
）
の
肉
用
牛
が
入

場
し
、
競
り
に
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
平
均
取
引
額
は
３
１

１
，
８
１
０
円
で
、
昨
年
11

月
の
家
畜
市
に
比
べ
、４
４，

０
０
０
円
ほ
ど
低
く
な
り
ま

し
た
が
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
な
ど

の
影
響
や
、
食
の
安
全
の
関

心
か
ら
ま
ず
ま
ず
の
価
格
で

取
引
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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懇話会の様子�

ま
ず
ま
ず
の
価
格
で
し
た�

�
　
　 

■
新
し
い
対
馬
の
創
造
へ
向
け
て
■�

 
第
１
次
対
馬
市
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た�

�

■
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
へ
向
け
■�

　
　
　
　
初
の
懇
話
会
を
開
催�

�



　厳原町女性団体※（代表者：吉見優子さん、小嶋多鶴
子さん）が、対馬の玄関口を自分たちできれいにしよう
と、昨年の１２月４日と今年の２月２６日の２日間、ボ
ランティアで厳原港近辺の清掃作業を行いました。
　今回の活動にはメンバーから約６０名が参加し、伸び
放題となっていた雑草を、クワを使って根っこから除去
するなどして、ゴミ袋約９０枚分を除草しました。
　特に「全国エコツーリズム大会in対馬」への参加者を
気持ちよく迎えたいとの思いもあり、作業にも熱が入っ
たようです。
　雑草に埋もれていた花壇の花たちも、作業後は通行人
に見やすくなりました。
　同団体では、今後も同地を中心に観光地の清掃などの
奉仕活動を年に数回程度行う予定です。

　美津島町のあそうベイパーク内に、玄海ツツジやヤマ
ボウシなど対馬に自生する植物を植栽し、自然豊かな公
園づくりに協力しているボランティアグループ「花の対
馬ネットワーク」が、今年も2月18日、19日の2日間、
玄海ツツジ5,000本を植え付けました。
　植栽には、会員のほかに一般市民や高校生らがボラン
ティアで参加。延べ60名の参加者が、会員の手で育て
られた苗木（高さ30ｃｍ程）を山の斜面に次々に植え
ていきました。
　同会は、公園内に3年前から「玄海ツツジ」の植栽を
行っており、昨年までに約7,000本を植栽。最終的には、
同公園内の7haの山林に10万本を植える予定です。
　長渡稔治代表は「自然観察をして分かったことは、森
の中で咲いている玄海ツツジは非常にきれいだというこ
と。これからも自然の姿を学び、自然を活かした多様性
のある公園づくりをしていこうと思います」と語ってい
ました。

　
県
立
対
馬
高
校
の
１
・
２
年

生
徒
（
４
６
５
名
）
が
、
３
月

13
日
、
厳
原
市
街
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
長
崎
県
の
教

育
委
員
会
が
推
進
す
る
社
会
貢

献
活
動
「
一
校
一
役
」
運
動
の

一
環
と
し
て
、
普
段
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
に
喜

ん
で
も
ら
い
、
観
光
地
と
し
て

の
厳
原
の
街
を
少
し
で
も
き
れ

い
に
し
よ
う
と
の
目
的
で
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
生
徒
達
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
分

か
れ
、
割
り
当
て
ら
れ
た
担
当

箇
所
を
く
ま
な
く
歩
き
、
道
ば

た
に
転
が
っ
て
い
る
空
き
缶

や
、
植
え
込
み
の
中
に
紛
れ
込

ん
だ
可
燃
ゴ
ミ
ら
を
仲
間
と
協

力
し
な
が
ら
、
熱
心
に
集
め
て

い
ま
し
た
。
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■お世話になっている地域に奉仕■　「一校一役」運動で対高生が清掃活動�
�

■花の対馬ネットワークが、玄海ツツジを植栽■�
�

※厳原町女性団体の構成：生活研究グループ連絡協

議会、漁業協同組合女性部、商工会女性部、母子寡

婦福祉協議会、食生活改善推進連絡協議会、更生保

護女性連盟、厳原町母子保健推進委員会、退公連対

馬支部女性部、地域婦人会連絡協議会�

ボランティア参加者�

豊玉高校3年生たち� 親子で参加（井田さん  佐須地区）�

長
渡
稔
治
代
表�

■対馬の玄関口をきれいに�
　厳原町の女性団体が清掃ボランティア■�


